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 2階  多目的スペース

2023年 1月20日|金| –  2月26日|日|
*月曜日休館  | 10:00– 1 7:00 | 入場無料

Supported by



主催 | 大阪中之島美術館、
            公益財団法人 関西・大阪 2 1世紀協会  
            [設立40周年記念事業]

協賛 | サントリーホールディングス株式会社、
            ロート製薬株式会社、
            大和証券株式会社、西日本電信電話株式会社、
            ダイキン工業株式会社、株式会社丹青社　

530-0005 大阪市北区中之島 4-3-1
Tel: 06-4301-7285 (大阪市総合コールセンター)  |  Web: https://nakka-art.jp 表 | 撮影: 遠藤薫

postcard

遠藤薫(1989年、大阪生まれ)は、本展のために石垣島で制作された丸木舟を展示します。 展示す
る舟の帆は、沖縄の米軍嘉手納基地の敷地内で黙認されてきた耕作地に生える糸芭蕉(バナ

ナの一種)の繊維でできています。 作家が自ら繊維を取り出し、芭蕉布を織り上げ、帆に仕立て
ました。 本展は、芭蕉布と沖縄・八重山列島をめぐるパイパティローマ伝説(八重山列島最南端の

島、波照間島のさらに南にあると信じられていた島についての伝説)、基地からの副産物で創られる沖縄の民

芸品について、弱さとも強さとつかない柔らかで痛切な「人の営み」に視線を向けています。 イ
ンスタレーションに組み込まれた、日用品に限らない「生活の中で用いられてきたもの」から、

その土地に暮らす人々の記憶から切り離せない政治や歴史的背景の存在を感じることがで

きるでしょう。

料金別納郵便

Supported by

協力 | 吉田サバニ造船、紅露工房、宙吹ガラス工房 虹、
            公益財団法人 小笠原敏晶記念財団


